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研究成果の概要（和文）：従来本格的な研究の主題として扱われてこなかった、20 世紀初頭の
ドイツ民族主義的宗教運動の成立と展開を、主に未刊行資料の蒐集と分析を通じて解明し、政
治的な意味でのナチズムの一生成要因としてではなく、宗教史的・文化史的文脈の検討により、
当時のキリスト教の民族主義的性格、脱キリスト教的文化形成という宗教的欲求、美的保守主
義的な「芸術宗教」性（身体文化・視覚文化・メディア文化）との連関において明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：The so-called ‘Voelkisch-Religious Movement’ during the first 

decades of the 20th century in Germany had not been properly investigated as an 

independent object of research, while it had mainly been contextualized in the political 

history of National Socialism. In this research project, its interconnection with the 

nationalist characteristics of Christianity, a series of religious quests for a post-Christian 

culture/religion, the features of ‘Art Religion (Kunstreligion)’ in the aesthetic-conservative 

thoughts has been elucidated on the ground of the examination of unpublished archival 

materials, and then religious and cultural contexts. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)従来、ドイツにおける「民族主義宗教
völkische Religion」運動の研究はナチズム運
動との政治思想史的連関という観点から論
じられることが多かった。こうした観点は、
民族主義運動が 1933 年以前の保守主義と密
接に融合し、部分的にナチズムの台頭に一役

買うことになったという歴史解釈枠組み
を生み出し、それはこうした理解を批判的
に捉えようとする研究にも影響を与え続
けている。しかし同時に、「ナチズムの温
床となった政治運動」としての民族主義運
動という解釈的前提を反省し、宗教史的観
点から民族主義運動（の一部）を「民族主
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義宗教
、、

」と概念化して分析しようとする動き
も現れている。こうした研究動向は、ナチズ
ム運動との因果論的観点のみではなく、19

世紀のドイツ国民国家成立過程及び第一次
世界大戦の精神的衝撃という観点からも、民
族主義運動を位置付けようとする方向性を
強化することになった。 

(2)本邦においては、19 世紀ナショナリズム

研究や政治思想・運動としてのナチズム研究

に比較して、民族主義運動の研究自体が十分

には遂行されてこなかった。欧米圏の研究の

翻訳を通して、民族主義運動とナチズム、特

にその反ユダヤ主義との直接的因果関係を

実証するという解釈枠組みが紹介されたり、

日本人研究者によって 19世紀末から 20世紀

初頭のドイツの精神情況の研究に新たな次

元が切り拓かれたりしたが、そこにおいても、

ナチズムの精神的起源・土壌として民族主義

（宗教）運動が捉えられている限りにおいて、

旧来の歴史解釈枠組みが踏襲されてきた。 

(3)こうした事情から、宗教学的・宗教史的・

文化史的観点からの総合的分析の必要性が

要請されていた。国内外の研究情況において

は、鳥瞰的かつ包括的観点から総合し体系化

しようとする視点は現れていなかった。それ

は一方では、史料的制約（史料の所在確定の

不十分さ、史料批判・史料編纂作業の遅れ等）

の下で、個別的研究がこれからも不可欠な前

提作業として遂行されなければならないこ

とが主要な原因ではあるが、他方で、民族主

義運動を民族主義宗教
、、

運動として分析する

視角、つまり宗教史的・宗教学的・文化史的

に研究する観点が希薄であったことも研究

の体系性の欠如と連動していたと言える。 

 

２．研究の目的 

以上の研究情況を踏まえ、本研究は 19 世

紀中葉におけるドイツナショナリズム台頭

期から 1945 年に至るまでの、「民族主義宗

教」運動の誕生及びその展開と変容、そして

民族主義宗教運動が社会内で果たした政治

的・文化的役割を、文化史的・宗教史的・宗

教学的に考察することを目的とした。本研究

においては、研究の焦点を、ドイツ「民族

Volk」ないしは北方「人種 Rasse」に特有の

宗教性を謳い、それを軸として体制的・支配

的宗教を代替し得る宗教を打ち立てようと

した「民族主義宗教運動」に絞り、この運動

の歴史的展開の具体相（運動の成立・展開並

びにそこで指導的役割を果たした諸団体・諸

個人の宗教思想・儀礼形態・布教のメディア

戦略等）を史料に基づき再構成し、従来のド

イツ宗教史研究史上の欠落を埋めることが

目指された。時代的には先述のように、19

世紀中葉からナチ政権が崩壊する 1945 年

までが主要な研究対象となるが、同時に、

民族主義宗教的思想及び運動が、第二次大

戦後の政治的・文化的環境の中で如何なる

形態で残存し続けてきたか、如何なる社会

内的要因がそうした残存を可能としたの

か、そして存続のための如何なる戦略が展

開されてきたのかも考慮した。具体的には

以下の諸点を目的として研究を進めた。 

(1)民族主義宗教運動の諸団体・諸個人に

関する資料的研究の進展。個別の団体及び

個人が展開する民族主義運動の具体的様

相を示す資料をドイツ・オーストリア各地

の文書館並びに図書館で調査した。 

(2)個別団体の歴史研究に基づくドイツ民

族主義宗教運動の類型化。暫定的に、①キ

リスト教系・自由宗教系宗教運動、②アリ

オゾフィー系宗教運動、③「ドイツ信仰」

系宗教運動、④青年運動系・生活改革運動

系宗教運動と類型化し、上述の個別研究に

基づきつつ、より精緻な類型化を目指し、

運動全体の政治的・文化的位置づけを図っ

た。 

(3)民族主義宗教運動の宗教史的観点から

の研究に関連する方法論的・理論的考察。

「宗教史」という枠組みから民族主義宗教

運動を分析する際の諸問題、「民族主義的

（フェルキッシュ）」という概念の類型概

念としての有効性、民族主義宗教に関する

運動体論・宗教共同体形成論、思想普及を

分析するためのメディア論等について、実

証的な事例研究に基づきつつ反省を加え、

一般的概念・理論形成を目指した。 

(4)ドイツ民族主義宗教運動の歴史的位置
づけ。従来のドイツ民族主義運動研究にお
いてその位置付けが困難であった民族主
義宗教運動を、民族主義運動という（政治
的・文化的・宗教的要素から構成される）
広範なスペクトルの中に据え、ナチズムと
いう現象に引き寄せられた政治史的解釈
枠組みを再考し、民族主義運動独自の宗教
的・文化的次元を明るみに出すことにより、
そのドイツ文化史上の意味を解明するこ
とを目指した。 

 

３．研究の方法 

(1)ドイツの研究グループ・研究者との共

同研究。ドイツ国内における研究情況を把

握し、実質的な研究遂行に必要な体制を確

実なものとし、全研究期間を通じて、緊密

な研究協力を行なった。研究代表者・分担

者のこれまでの関連研究を通して築き上

げてきた国際的協力関係を出発点として、



 

 

ドイツにおける諸研究グループとの協力体

制を構築・強化した。 

(2)近年刊行された諸史資料の検討と研究動

向の分析。史料が刊行されている例は些少で

あり、最近約五年以内に刊行された二次文献

資料を検討し、最近の研究に見られる、研

究・調査対象の選択の傾向、史資料の取り扱

いを巡る方法論的特殊性・問題点、歴史叙述

の理論的・社会政治的背景等に着目し、最近

の分析傾向の解明を目指した。特に、（政治

的）民族主義運動について近年刊行されてい

る諸論考を検討し、それらの中で民族主義宗

教運動が取り扱われている程度、理論的参照

枠、方法論に着目し、本研究の方法論の反省

のための素材とした。同時に、当事者による

史料編纂作業が着手され、部分的に刊行され

ている場合もあり（例えば、Deutschgläubige 

Gemeinschaft の私費出版による史料集、

Bund Freireligiöser Gemeinden の当事者に

よる運動通史等）、そうした、所謂研究文献

ではなく、当事者・インサイダー向けに出版

され、一般の書籍市場には登場してくること

が少なく、従って学問的史料批判を経ていな

い刊行物の出版情況も特に配慮しつつ、資料

として活用していくと共に、現在の民族主義

宗教運動のこうした自己表現の性格も併せ

て分析した。 

(3)ドイツにおける史資料蒐集及び分析。特

にドイツ連邦文書館、ドイツ青年運動文書館、

現代史研究所文書館、ベルリン・ドキュメン

ト・センター、ゲルマン国立博物館、ベルリ

ン・ギャラリー文書部、ベルリン国立図書館、

並びにいくつかの大学図書館・文書館（ボン、

ケルン、マンハイム、テュービンゲン、フラ

イブルク、グラーツ）において、遺稿、未刊

行資料、図像資料等を調査・蒐集した。また、

研究対象とする諸宗教団体及び個人の史

料・遺稿等が未整理の場合には、その所在を

確定し、閲覧可能性を探った。 

(4)共同研究会・国際シンポジウム等の実施。

研究代表者・分担者の間の研究進捗情況に関

する情報を共有し、また当該研究領域に関連

する他の研究者との交流を通して本研究の

効果的な進展を図るために定期的に研究会

を開催した。特に、（政治的）民族主義運動

と宗教思想史の研究者との研究協力関係を

構築し、宗教史的な研究の方向性との接点を

探った。また国際シンポジウムを企画・実施

し、国際的かつ学際的観点から当該研究の可

能性を検討した。 

 

４．研究成果 
資料調査と資料の分析並びに宗教史研究の

方法論的理論化に基づき、定期的に実施さ
れた研究会並びにシンポジウム、及び以下
の「５．主な発表論文等」に記した形で研
究成果を公表した。 
(1)資料調査に関しては、上記文書館等に
おいて、未だ体系化されていない関連資料
の所在を解明し、その一部の分析を行った
ことで、以後のドイツ民族主義宗教研究に
とっての資料整備に一定の進捗が見られ
た（特に、宗教思想の視覚的表象、雑誌等
メディアによる思想普及戦略等に関する
資料の整備）。 
(2)研究協力環境の整備に基づく成果につ
いては、①まず、定期的に実施された研究
会において、宗教史研究における方法論的
並びに理論的諸問題（学的認識主体の言語
的被拘束性、言語的・地域的学問伝統と対
象選択の関連、宗教史叙述の政治性と創作
性、「民族主義宗教」概念の有効性等）が
検討され、それが具体的な資料の分析との
間に有機的な相互作用を及ぼした。研究会
においては更に、主題的に、土地改革理念
と宗教思想との関連、そして以下の思想家
と民族主義的宗教思想との連関について
議論され、新たな知見が提示された（民族
主義的キリスト教運動家マティルデ・ルー
デンドルフ、神智学者ルドルフ・シュタイ
ナー、シオニストであるマルティン・ブー
バー、宗教現象学者フリートリヒ・ハイラ
ー、民族主義的画家ルートヴィヒ・ファー
レンクローク並びにフィドゥス、プロテス
タントの宗教哲学者パウル・ティリッヒ、
ユダヤ人哲学者エルンスト・ブロッホ、民
族主義的思想家ヴィルヘルム・シュヴァー
ナー、詩人シュテファン・ゲオルゲ）。②
国際的（特に独韓日）かつ学際的な（特に
ドイツ文化論、宗教学、地域研究、歴史学）
研究協力関係を構築することにより、独韓
日の研究者による国際学会でのパネル実
施、国際シンポジウムの実施によって、以
下の研究成果を世に問い高い評価を得た。
ドイツ民族主義宗教運動は、19世紀以降の
脱教会化した社会・文化状況において、「流
浪する宗教性」の発現として特徴づけられ
るものであり、それは、それまで文化を規
定し続けてきた制度的教会の周縁並びに
外部、制度的学問（とりわけ宗教学）、造
形芸術、ポエティーク等の領域における代
替宗教性の確立を目指す動きであった。そ
して、従来ほぼ等閑に付されていた民族主
義宗教運動を学問的に検討するという営
為は同時に、「学問」「宗教」「芸術」と
いう名の下における知識人の想像的表象
を検討することと同義でもあり、従来の学
問的アプローチの根底的な問い直しを要
請するものであるとの認識に至った。以上
の研究会並びに国際的かつ学際的次元で



 

 

の研究成果により、将来的に研究協力環境を
拡充していくべき必要性が明らかとなり、関
係研究者の間で、本研究期間終了後にも、組
織的かつ計画的にこうした国際的・学際的研
究を進めていくことで合意され、継続版の国
際シンポジウムの計画が進められている
（2012 年 11 月東京にて実施予定）。このよ
うに、本研究はこれまでいずれの学問分野に
おいても正面から取り扱うことが回避され
ていたと言っても過言ではない対象を、国際
的・学際的に取り扱うことを可能にした一契
機であったと言える。 
(3)学会等での成果発表については、以下の
「５．」に研究発表の題目を記しておいたが、
主に、キリスト教と民族主義宗教との連関
（従来は、キリスト教会内部の「異端的」潮
流の問題として論じられていたが、その解釈
枠組みを超えて、文化的・政治的文脈の中で
可能となった文化的・宗教的想像力の表現と
して捉えられる可能性を指摘した）、民族主
義宗教運動における視覚的・詩的表現の特徴
（思想の視覚的・詩的表現形態は、思想の普
及と不可分の関係にあるのみならず、その美
術史的・文学史的位置づけが必要であると同
時に、それ以上に美的表象そのものを思想と
捉える分析視角が要請されることが明らか
にされた）について、従来の解釈枠組みを超
えた新たな視点を提示した。 
(4)研究代表者・分担者別に、研究成果の内
容を略述しておく。①研究代表者久保田は、
従来対象としてきた体制化されたキリスト
教と民族主義宗教運動との連関を更に、未刊
行資料（テュービンゲン、フライブルク、コ
ブレンツの文書館等）の分析に基づき、これ
までの歴史解釈の枠組みを再検討した。その
際、反ユダヤ主義的民族主義運動として主に
政治的文脈において主題化されてきた、マテ
ィルデ・ルーデンドルフ並びにアルトゥー
ア・ディンターの反キリスト教的・親キリス
ト教的宗教運動を例として、影響力は減退し
つつもいまだ「キリスト教」を軸として構成
されている社会の宗教システムにおける、民
族主義宗教運動の位置づけを明らかにした。
また、ディンターのキリスト教的民族主義運
動の重要な構成要件をなすスピリチュアリ
ズムが、民族主義宗教運動と織りなす具体相
を解明し、これまで別種の併行現象と捉えら
れてきたこの二つの宗教思想運動の密接な
連関を指摘した。②研究分担者深澤は、まず
ベルリン・ギャラリー文書部およびベルリン
国立図書館において、ドイツ民族主義宗教運
動関連の基礎資料及び、民族主義宗教運動家
で画家でもあるフィドゥスの遺稿資料の組
織的蒐集に努めた。こうした資料に基づき、
ドイツ民族主義宗教運動の基本的性格と類
型を考察した他、特にフィドゥスおよび同じ
く画家ルートヴィヒ・ファーレンクロークの

民族主義的宗教理念とそれぞれの芸術活
動との関連を解明した。そうした作業を通
じて、とりわけ、ドイツ民族主義宗教運動
において、こうした美的な潮流は決して単
なる傍流にとどまるものではなく、視覚文
化が民族主義宗教運動の重要な伝達媒体
であったことを明らかにした。③研究分担
者前田は、ドイツ（ボン、ケルン、マンハ
イム、テュービンゲン）、オーストリア（グ
ラーツ）の大学図書館を中心に、ドイツ民
族主義宗教運動と「芸術宗教」、「美的保
守主義」の関連に関わる研究資料の調査と
蒐集を実施した。特に 20 世紀初頭の芸術・
文学運動における典礼的要素の機能に関
する資料の集中的分析に従事した。資料の
分析を通じて、美的宗教の運動における身
体文化、メディア文化の果たした機能をよ
り明確にすることができた。それと併行し
て、「美的保守主義」の代表的な担い手で
あったシュテファン・ゲオルゲとそのサー
クルに関する基礎文献であるテオドー
ル・アドルノの『文学ノート』の翻訳を完
成し、出版、同じく「美的保守主義」運動
の基礎資料である『トーマス・マン日記
1918－1921』の翻訳を進め、完成稿を得
た。更に、文化保守主義と日独学問文化の
形成に関しても考察を進め、成果の一部を
公刊した。 
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